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M．ウェーバーにおける「支配」と教育
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　はじめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
　G。C．ホーてンズが「第2世代の社会”1∫：者」

と位置づ｝ナた，ハレート，デュルケーム，ウニ

ー バーらのほほ同…の時八に∵1羅した社会学者

達や，この内に明示されてはいないものの同世

代に属すると考えられるジソメルなどは，いず

れも共通して社会現象としての教育に関心を持・

ち，自らの研究対象として深い洞察を加えてい

た。もとより批会学は社会現象に関する利学的

認識を日的として波立したi・のである以上，社

会現象の一部としての教育への関心・研究は

「初代の社会学者」である，コント，スペンサ

ーの世代の研究者の中に既に見られていたもの
　　　（2！
であって，　「第2ig一代の社会学者」のみに固有

の傾向ではない1ジ，彼らの多くが敦育に関する
　　　　　　　　　　　　　　ミヨノ
著口：を何らかの形態で公にしていることもあっ

て，今日きわめて隆盛を見せている敦育社会学

の一源流をこの世代の社会学者達の間に求めよ

うとすることはほぼ普遍的に承認さ．｝げこ考え方

　　　　　　　いぷ
であると言って良い。

　Lかしこれら「第2世代の社会学者」の内

で，M．ウェーバーについては教育に関する研

究領域で取り上げら．li　／ることが，他の同世代の

社会学者に比べて相対的に少なかった。英国の

敦育社会学者R，キングはこの点について「M，

ウニーバーの著作に，マルクスやデュルケーム

らの著作に比べ，教育社会学の分野においては
　　　　　　　　　　　　　こ5二．
比較的少ない認識しか得ていない」と指摘して

いるが，　これはM．ウェーバー自身が教育に関



Nlarch　1981 M．ウェーバーにお：テる「＝i（　TIζ　iと教育

しての独立した一割乍を持たなかったことなどの

表而的な〕1！1山に：」（きく左右さ］iて生じた傾向で

あると考えられる。M．ウ＝一バーについて，

あえて敦育に関二rt持った1ゾ野で関心のもた：｝1

た項「1をあげても，その：・くは学問論，そ：｝1

に深いlL系を抗つ　1やや．い「ぷの只る利”　∬究方
パニ

法論たどに留±h，N・1．ウ．、一パーの教育にL］

する考察．□論▲されることば決Lて多くはたか

った．また，：1育社会学の分野における研究：二

M．ウニーバーの方二㍉や図式ゐ：用い　bろこ

とも相対的に多くにごか・．二．そのよ㌧た現象

にしかし，M．ウコ1一バーの研究・著作の内に

数育に対すろ考察が乏しかったことをラニ味する

ものとは考えら’ないのであ／，て，M．ウニー

バーの著作の内には支配の咋幽型との関迫の内で

教育の㌃刊について考察が加えられるたど，竺

かな敦育への洞だが内包さ．｝iているのである一

近年，英国を中心とする「新批育社会学」派の

立場からの研完が活発とこってくろ似向の内

で，あらた）てM，ウニーバーの教育に関＋る

研究についての閃心や，以育社会学的研η1への

　　　　　　　　　　　ド
M．ウェーバー川論の迫月｝についての閲心ガ：P．

じはじめていることt」　］1．ウニーバーに対す

る再評価として評価されるべきてちろう．我が

国においても㌍rl促によって，敦育システムカ

ロの系譜酌ノ㍑三の一吉「：とLて「・ラニーバーの芸

　　　　
育社会学」研、ご：二こにさ日るなど二傾自ジ生ま

れてきている、

　このよう；，、川究動向を一プ∫においてF「｜解した

ヒで，あっためてM．ウニーバーの研究・箸作

について考察を加えると，そのi貌について詳

細に倹討を加えるクミ裕はないが，きわ？）て多方

i、L，．わたる研，’：幻域の内⊃「5女ご一骨パとして

二支配」にづいての研究：了メ：）ることは：．・」人も否

定しえない．この点に関しては次章で検討を加

えるが，　M．ウ＝一バーは：支配に関して先行す

る研究者の提示した概念川定に司し，独自の概

　　　　　　　　　　　　　　　一47一

念規定を明確化して提示するとともに，支配者

に対する考察とならんで被支配者の服従意欲・

服従態曳の重要性を提言するという独自の見解

を示し，さらに支配の正当性恨拠に注日して著

名な「支配の3m型」を示した。支配関係が成

立L，維持されていくためには，支配者の養成

と被r支記者にお：ナる11． 従ニパ・服従態度の形成

という2つの焦点を中心に批育の存在が必要不

可欠であって，教育の存在なしには支配閃係の

成立・維持は不可能である，支配者の養成につ

いてばいうまでもなく，被支配者の服従意欲・

服従態度の形成についてのみ考えれぽ，服従，

即ち自発的と意識される支配閲係への同調を効

果的に達成するためには，それが他から強制さ

れたものであると感じさせることなく，あたか

も個人の内発的な意志に従って行動しているか

のように意㌫させることが殻’，効果的である

が，個人の内発性に呼びかけ，一定の方向に導

くに：こ教育が最、有効た手段となる．このよう

た語点から考えると，M．ウニーバーの所説に

留そらず，一般に支配について正しく戸解する

ためには教育についての川皐ぷ必要であること

は明らかである，

　以一上の三言点を前提として，本1∴においては

M，ウニーバーの所説を差礎とLて，支配の成

立と安定・絹Tlに竺育ゴどのよらに日，っil，ど

のような役1、・！を゜T．　t：しているかを明らかにす

ることを目的とする。そのために，本稿ては

M．ウェーバーにお：ナる「支配」の概念とその

3Y’”型についての．・．本的な牡《［】t：を明らかにした

上て，MLウェーバーの支配に関する考察の特

徴と考えられる支コ者と被支配者両者の支配関

㌫への閾与の実態を明らかにLようとする亡図

にならって，支配flと被支配者の各々にとって

教育がどのような意味を持ち，どのような役割

を果たしているのかを，よ｝〕具体的には支配

者については支配者の支成と支配の正当性根拠
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1 M．ウェ　バ　における「支配1

　　11，　　1．翼ζ㌦．．．：と　；支｝．：1［．二　の彦じここ

　　M，ウエーバー一に：．：．ゴ：ナるミ．支記1の概念とそ

の特㍑を川・→．・かに＋るi’／．こめに．，支配の問巳への

Si，f．t’：ば」ご三己：ノ＼と｜．．　r．：　：一元気1台．：‘1．J）｝迂．．念のノテ／1ミ1う・ら

川∫L9　－」～る．t’

　　　八’1，　　［ン　　＝：　一　一　．ノ　ミ　ー　l　il　．」．＼　．11苧　　‘cVV．・i］・tドcl）tLft　　LIP．d　　　（　；（t－

Sdlscha「t”　（．．．．託ξ1庁とA卜会・　．ノ　しで冒三．（を　二．社二会’・’1「二

しっ．．襲礎誕，．ζミ．．iこあて，　そこで．れi”の夷三｝礎〔iくJ6託二こ

の規定を行’．，ているが，その第12項で「団仏の

｛｛．聾，．念こと臼嚢U」　．を：蒙り　ヒ：デ，　二卜｝．l　r．ドL．Vel．ban（］．］と

は社会閲陥の秩「「：の総持ジー．・：・この人々の，ナ！．こ

わ．ち・脂揮苫1．1，citer．｝の，　そしてときに：k，以

介によ・．．、てば迅常il」川・に代表権刀を．もつ行政幹

川〔．．V・・rw：Lhしmgsstab．い）秩序総持の竺．行にとく

に定㍑し二行動によ・．．、て保証さ∴るとき二、外

ti：ISにir，jかつ『て．iESII・］j　lilzj；二川ll艮さ、．／l　t：こ，　．また；よ」・」鉦i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．1｛；㍉．

さ．｝い㌔川二会．均係のことである」　と1．．，　三ら；．．二第

］7J；’ iて．「i：｛ζ治団1．：＼・二2王ζ団1’．；口　をjlミ　1．〕－L：・〕ご，

　「il：：！｛　i，f）［．Jj’lf・59（P（）1itischer　Vel・band．）　と：よ，　1’lL二

の存｛売と日己の諸秩序の妥当とが所与の地．F［！的

1氾］：iC’．、！10う・二こ’行』文ま；準1≒二i：の！ii［Jて］勿」．；！1［1〔J強．1　lil・［1プJをf：．ll

．1目し，　こ江．て．も一．・て威：≧，1吉することによって1．：：ll完

的に保証ご1しる」19．r．，・，かつその1パ）て．の，支配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘1’．．11．．‘

団体のことをいうべきであ．ることし．，この．後に

国家の既念規’走を｛’Li・げている，ここでは政詰団

体はト月体σ）　：i．『万ミ’h：『列とし．て位二置づ：ナ；う∫れ，

r政治」ば物理［’1〈J強制力，．威嚇を伴う，団1・｛・こに

おける社会関係の秩序の維持の行為．を意味する

ものととらえられている．

　　この政治に典型的に∫コLられ．る社会関係の．杁｝了：

会　”1；1Z蒔　’だ　ilLT　亨三三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．4

　　しつ総持の行1置〃㌃どのようにし．．て成、71するのかゾ

　　次に．司i逗となる，　そ，．il．．1二／．．｝いて1　・1．ウェーバー

　　：・th　「．利．誉社会ぱ1ε5（つ制完三さ．．江た『1㌧．秩1．i’：1．㌔　〔　o．　11自

　　i　；，FII　I劣1）セによって，　三アこ：ik　・’bl受与・と｝1艮．従；こよ

　　　　　　　　　　　　　　．．12

　　って，成viノ：しうる」としているi．’このようにし

　　て成立した社会関係の秩序の維†1）三には，それ．を・

　　｝友員1こ微じミー．こ二L．．⊃る命令拮．．とそILに．ll［｛．従づ～るノ＼

　　．々の存在が．・1く・」次である．二こに：．．潅力」と

　　　「支配．」の間題カミ生じてくる：：らそれは同時に

　　M，ウ＝こ一バーにおけろ1－llif（治」の中心をなすfi！E

　　口でミニらる，今この2つに．ついてM．ウニーバ

　　ー自身の概念規定を．見る≡らば、1’権力（∫Nlacht．）

　　は，　、目：会11・］係のなb・て．！：1VJ‘［に二〕逆らっても自己の

　　意志を貫．徹するおのおののチャンスー　このチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：

　　ヤン．．スが何にもとづ二うとミv　　を意味する1、．

　　「支配（II．lei’rscllaft）と：．，．k，　定の内容をもつ命

　　令：ご所．ケーの人””が1．；日従すろチ・．；．・ン．スV．）ことをい

　　　　　　　　　　　！’1

　　うべき『である」　とされている：

　　　　この∴うに概念∪］定さ江たM．ウ：，ニーバーの

　　支配概念の特色について鱈川．1．］1要約して示L．て

　　おくこらば，彼以前の学汐）支配に関する概念

　　か．多く父配行の側か・う，いいかえると上位の．者

　　からの｛㍍力行使とし．てとらえられ．ていfここと，

　　また役に：先くt二ってG．ジンメルが．支配関係の「ii

　　て．の二．ド忙の主．体のド1発性と接膓力性」を強調し

　　たことに対し，　A．1，ウ＝一バーはこの川反する

　　かに見える2概念を融合せしめ，支配を一ヒ位者

　　と一ド1’．立．jTI’のiトi［j者の．川万：自｛J；｛㍑系　Gぼ自身：よ命．令；こ

　　所与の人．ピ．．1服klEするチャンス，即ち一ド位の被

　　支配者の服従：．こついての．、．；“及をその．既念規定の

　　内に取り入れ．ていろ）とし．てとらえた点にある

　　とい／三・

　　　　〔21　支肖己の3薄｛〕凹

　　　　　1）　支配の根拠と3類型

　　　　｜1・’］で明らかにしたようにM．ウニーバーは支

　　配を支配．者と被支配者の間におけるWi互的関係

　　としてと・っえたと考えら．れるが，このような支



March　1981 1・1．ウェーバー一：こお1ナる　「z乞　TL　1　と．敦汀

配し」係が硫Ctl－’一るコi二め：二：ミ芝1己17の支＿己意欲り

入なら三、㍑之三1，1「’㌧．エバろこと馳二，／lk㍉

る三∵∴・心．．：『こ’一’一．∵・’．二．tt：㌧二立÷るi’：）

の必・ξi　．人1り1：；llとLて、　，，｛．，、2人川”1，．，．

r・｜）・　．13　れξ『i（　三打つ　3　∵三い．1　llJ）：．tltt　「）．｝i’ろ二’；，　　二　｝し．㌧

3者がどのよう≡一小、　．㌧ii』］r．に二：1・II’）”　；・〕

か：二よって三1：⊃ピ三tt，：，．＿1．てくる．　さらに

支己㌢IE当ご．1．．つとして、∵：｝しに［　．1｝っるぺY．『］i人

に二1、〔ミせ、　ハごさ111るtt二∴．こは11E）引生1「l

hV処」（Leト｛｛imitiU、導’UI〔い．t、／；必t：：て∵うる＿　この正

当1生｛1ミ拠こそごこご・ご’．．’－11、かつ支ユづ内

「＝泊勺な芝∴とLて，　支．こを㌘、．こ　ヨー　），　：”｛｝1三こ

せるものて．’／　i），二の二1’「川1：；11i・！り’」く鯉する究

桓．原ユiL・ハ∴ば、㌃一k．、己丁）∵いりをり三ナる一　M．ウ

ニーバー［．k二〇．’ （三の妥当・）完：：；原巴；こ：よ；ノ（の

3｛種うミメ㍉り，　」1ナこ3∠こL7う・｝’f：∫にLないとし，lrfニー

　，1’　カ：以．・　一一　”・n’1“ズ．一．の　　への1、：｝

　　依に、！：ろ∪［’）……rノ：示，天昧、二対寸る信

　　仰，］d日ニーヒ，予言，L・，　il±w　’iへ∩信仰、こ叩従

　　のノ、1ミ、・i、一と．ごる一

　ε　人的：，威ゴ，vとづく場合……己統のぞ｝恒1

　　さの川に．ぽ：化二｝一ゴ、LV）つ中1こバ肇を

　　｛”，．ら，川従1’1伝統の川］τ「㌧に’1一して行わ｝1

　　ろ一

　奄　　II．1定さ；い三合．．，’i（パ王川．xプ｝’f二茨現さ、れ

　　7／Y．　J・f）……f）1，＝，」勺1，IIjに二．・て地r・1・1：二つ・．・

　　三人パ合＼：ミー・”：r．E’iiJ　Iり．ll（力を持つ．］’，服㌘

　　（㌔諸川則に対’して行．パロるのでち・て，人

　　に対して行われるのてばない・

　以．」一二の支1己の3㌘の正’㍗ソll板：ユに各々対応L

て，3「㌧τ）芝口の．三）．：三二：11∵．．．．口：芦定される

が，そSlは次τ）通りでちえ、

　．（ト　カリスマ自勺支1＿のF－……予言者・軍「1｛：

　　的英∴・仁吉なデマ＝一’の支記一
　　　．こ　　　　　　くJ1－il’j　　：i：」　文　　．二　〇　：，　、　二［［一　一　・　一　・一　’　5（　iJ°t／1　；．t／［j　　　r：1〕t／t．°iI11〆）－

　　n三aHミmuべ‘，　伝∫充∴II支口には云匡・、．i⊃他に

　　封建制CFeudalisnnu）が］’・り，それには

一 49一

　　こらにレーエン・封建制（Lel〕ensfeudalis－

　　mus．とフフリュンデ封建制　（PfrUnden－

　　feU（1alismus）が5るr

　ll　合1去lil皮ri己の〕頂型……官僚，1，II（Btirokra－

　　tle’｝その典型として近代’h僚制（moderne

　　Btirc：i：ratiu）と家ピ1；1］的官僚制〔1’atrim∩一

　　；こ三・ulbtir｛，ki・atic，㍉ちる＝

　以一L　－（ヱの1．E当性｛艮込の川追にもとつく3

秤の支配の：巨㍑‘・な主本的項型を示したが，以

下，灸々について［．：単に説明を加える：／

　　2〕　カiJスマ的支冗

　カリスマ的．支配二「支二己者の人と，この人の

もつ天与の責質（カリスマ），とりわけ呪術的

能力・啓示や英雄性・楕神や弁舌の力，とに対
　　　　　　　　　　　　　　セいミ
する情緒的．「｝依によって杁立する」ところに他

の2種とは呉った特色をもつものであり，　「最

も冗ピご型二，予言者・軍ポ的英！メ窪・佐大なデ

　　　　　　　　

／t’

マゴークの．支山である一｜，この支配における支

配団体は改団主｝1こに｛疋士団の型をとる情緒的共

同体であり，命令者の型は「指尊↓旨」であり，

肌従者の』は「信！者二または同［i｝依者」であ

るt一ここで撒服従は純砕にその指導者個人の持

つ個人的・非r川「的な資質のゆえに捧げられる

ものであって，彼の制定法上の地位セIZ統的な

］、、、iミの12えに服従さ、：tるのではない。ここにカ

リスマ的支ヂ氾が合法的支記や伝統的支配（特に

㌧こ父長川や家1：三、1）とは異なったものである特

色があらわれてL・る。こ二での支配は指導者が

カリスマとしての能力を保持している期間，も

しくはそれ㌃ノ㍉il三これ，服従者の信頼を得てい

る期山D入口1・1寸るものであって，それが失わ

ほた場合：之戎、‘／：㌧イミ可能となって，支配は崩壊

する／：行政幹部はづリスマと，個人的帰依によ

って選：．↓c、：しるのてちって，「仕＿1」や「特権」

乞！ドわない・．

　このカリスーマ的支配は，合法的支配と伝統的

支配が日常的なliラ式であるのに対し，非日常的
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でか．つ純粋にf固人的な関｛系によるこ，のであ三，か

故にたえず㍑峡しT）危1冷にさらごぶ．ており，1㍑に

後継：者への移転，㍍きわめrご困灘である二．移転に

伴って支配閲係：刻1常化し．ていき，カリスマ的

支配から伝統的．£配一ミた1ま合法的支配へと変質

していく傾向を持つといえる。

　　　3）　　仁こ5，充1’自支1；：己

　伝統的支配の「最もlli出癒：型1：’：家父」：三川的ノ丈

　　　　．．ISI：，

支配である」とされ．るが，この伝統的支配は昔

から存．在する秩序と支配．｝花力の沖彗11さに∴うも

のてあ’って，1．1’長の値人［：ltJ行政幹部．ジ欠如『．：｝≒る

∫易合：：：之，　．．11．j．ミ老；｛｝ll，　．〔ご一一ジ（n勺家／（1長制・をと

る。この内，長．老制は最長老者〃川恒［1な伝統：⊃

最良の精通者として．．支配する場合であって，経

済｜杓・家．族的で㌧い㌫レ掴］俸：二見られ，他方，家

父長制は経済自ζ∫’家族的団体の内部で川読規則

によって定められたfドII人ゴ支配する場∩1であ

る。

　ここでの．支配はデマ．イン．シャフト関係であっ

て，命令者び）型は「主人」（Herr）一ご．あり，耶従

者は「臣民」であり，行政幹謂：は「し’t，べ」で

ある・rこの．芝配の最．た．の特色は，次の∩法的支

配（その典型としての官僚制）に：『∫ける．支卍が

個人に対してではなく，制定され．た規則i二対し

て服従するものであるのに対し，「個人パ伝

統によって聖化され．た！l£自身の．｛：6威によってピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　パび
エテートの念から，服従さ．れるのである1とい

われるよう：二，あくまでも伝統；二只付：ナさ2／7こ

個人が支配者となる点にある。そのため命令の

内容は伝統に拘束さ」｝t．，．伝統的規範に反する．命

令は不可能である。

　このような支寵も，やがて㍍長の純個人的行

政・軍事｝；冷灯1がり！ζ立し．亡二場合には「家産制」

へ，首長権力がさらに強力に　t，nった場合：こは

「サルタン制」へと移行し．ていく。また，「し．も

べ」が首長と独立の，彼ら自身の固．有の地位の

ゆえに祉会的有力．．者とみなされ．るようになった

易合にi．－ll「身分ll｝－ll的支，日：

（・．ll｛1「t　．’）　　：シ：　！．，R’　、tノ：一：i一　三ノ　＿

　　・D　合法的．支配

　　　　　No．．4

（lgt三indische　Herrs一

　　介浸．；・1．’1（J．jkt’1i：己：撒．ζここ里［’iCj．支：口］　　（．Klti【）1．lale　　Herrs－

chaft．）と㌦い7わ．．｝㌔　そゾ）．？’屯1｝三な元り1：lt近1代てi’1奈制

て’ある二　M．ウニーバー：1ζ「∫1．とも純粋な型：よ，

官僚刮1卜」．支己て・あるt’．日六口念ば，形式的：．こ正

しい丁続きて．．疋めら．れ．た；卜il定．児則にょって，任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞2〔〕）
意の法．を創1．kし，変更し・．）る，というにある」

とLている、．この支配○最大の〕．与色は支配．者個

人．う：その．ノ▽．）もつ口有のlill刊のゆJ；Lに服従され．

ろのではなく，制定さ：悟二日川に対し．て服．従が

おこなわ．．｝Lる点であるごここでの支配者の型は

・卜司（．V・rges・e亡zter）であり，行政幹部は官吏，

訓練された専ド1官吏　（Fachbeamte．）の型をと

る．r．被支配．者は制定された規則i二対丁して服従す

るのであって，この規則は㍑．．｝1に．対してミ，い

かなる場合にもその規則に定める通り1：適用さ

江ゑ，．ここでは物事は個人の恣意ゾ）入りこむ余

地のない計算．｛1∫能な諸．規則（1）ereehenbare　Re－

gcln）に従．．）て処ヱ！さ口る㌦，この計算可能性

（’Bci’ccll（，ll｜．，arckeit．，　二そ近代汀僚1｝1！｝のみなら

づ三　㌦ヱ代il1－，　：正．代資オ＼主三芸；．二引ミ〕泣；二言めら．れる

主礎とな・：・ていると考えられるものてあって，

いうならば近．代社会CDI兵本原理とも三えき’えられる

ものである，T・

　〔3　’）　二支配二概念の特徴

　以．上，II，ウニーバーの所託にできる1艮り忠、

実に「支紀」の概念とその成立．恨拠，さらにそ

の川違に起国する「支配の3類型」について考

察を加えてきたが，ここでふたたび，その特徴

を三約しておくならば、第1に支配が単なる．L

位の支li記者からの一方的な働きかげの弍によっ

て戎立しうるものではなく，．下位の被支配．者の

服1従意欲が．仔在し．てこそ成立するものであると

考え，支配を相互関係としてとらえた点に独創

性があり，．支配と教育の関係について考察を加
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え．る場合にも支1”：』苦と彼支配者の両拮につい

て，またtU”に紋支配者の日「己言欲のル戎につい

て明らかにしていく必安の∴ることが示唆され

る。第2に支寵の正当性恨挺を1）jらかに一1一るこ

とを意図じ，そ只を了ヵリスマ，2人的｛㌦寂，

3合法的日則つ：う仁て∴るとし，そぶにぶ己11

て，（fカ11ス∵｝U文口，．三伝統的又1，ls合ぶ

的支配とした点に川口があし），ここからは各々

のぷ型毎に支配と．：元∵1：との関任を明㌃ノかにして

いく必要のあること万示唆されるn以ヒの理巾

から本礼て1．にの2／1∫に一1分記［ご：しつつ、所定

の研究目的㍉、一’！㌧1を］tノていく。

2．　支配者の資質形成と教育

　M．ウェーバーの・支．11にレ」する1／h説によ2iに，

前章て考察を加えたように支配者と被支配1片双

方の支配関係への閃li　1こついて総合的に明らか

にすべきてある刀，ここで，よ考察の丁順として

先に支配者の資質形戌の「IL．にブ’いて，芝h己’∩

正当性｛］｜：工の万［㌧，二　を中心として考宗を加

え，そhとたらんて行政・呂㍍つ∴ばについて

も，行政幹㍑のピ支li己祝こ対する支配者として

の性格に注目したiバりてA’及しkい．このよう

な間ILについては旺に日ぷのパ育！ii会学の研究

領域て数少ないM．ウニーバーの所孟に依拠す

る先駆的｛1，J「究とLてじ丁な成果であろ1，、、本守一

　　　　ニユ
の研究成リミ．：．∵1…，以下の考．：｛はそい二．kきご

示唆を行たrl．、し’）て二うることをにじめに明示して

おく．

　（1）支山者の資匠形1・父，後継者口成と敦育

　潮木守一、ハ「彼は必πicの言d友型を論ずる場

合，ついにkn占旨の川現L、［理、後継支配XiのL

抜，1、〕冶，、Jl㍑という門，一に日を向：一｝．て1．・た」

と手旨］商づ～るように，　－M．f7ニー／く一ぱ支1記；こf・

いて考㌢を1旺る場合，ニミ育1こcl’して常に関’心

をはら・っていた．ズ配若の側に注日Lてその焦

点をあげるならL．。．，その1は彼が支配の間巳を
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追究していく上で，一つの考察の終｛亟的な焦点

として正当性根拠を論じ；｝こことと深い関連をも

つぶ，支配者ぷどのようにして支配の正当件恨

拠を自ろのものとしてに得していくのかという

点であり、その2は支記者ぷ人間である以一E，

最も基本的二：よ死；二よって，あるいは他の力［k

によって，特定のfi1｝・VYの支配ジ永続するもので

はなく，その交代が必然的i：生ぜざるをえない

ジ，後㍗者かどのようにして養成されるのかと

いう点である一このように考えると，ここて”1［，1

じようとLている教育ぱ単なる学校当育といっ

た狭芸の意味て用1．・られるi”［念としてではな

く，より広義の意図的・無：壱1図的両面にわたる

社会化，社会的に必要とされる責質を自らの内

部：こ内「二化する〕と二日1としてとらえることが必要

である。この意味で敦育の必要性を考えていく

上で丁莫な手がかりは，支配老の地位が業績主

芸的にL成された地位としての性格を持つもの

であるか，あるいは属性主義的に付与された地

位としでの性格を持つものであるか，いいかえ

るならに，支妃の正当性の根拠が業清主義的要

因［：依拠寸るものであるか、あるいば属性主義

的要因に依拠するものであるかという相違で
認，この腿によ。て，支配者の頗形成，

後継者の養成に関わる教育の意味も大きく相這

するのであって，この点をも考慮こ入れつつ，

以下て支配の3ttて型毎に支記者の資質形成、後

継老の養成に教育がどのように関わり，各々の

　哩に対応する敦育がどのようなものであるか

について考察を加えていく．

　（2）支配の3万型と教育

　　1）　カリスマ的支配の教育

　「支配者の人と，この人のもつ天与の資質

（カリスマ），とりわ：ナ呪術的能力・啓示や英堆

性・精神や弁舌の力，とに対する清緒的帰依1こ
　　　　　　リエ
よって成立する」う・元スマ的支配において，支

配者たる資質は「天与の資質（カリスマ）」と
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いう用語：こ∫藁．㌧明1∬㍍．二示さ．㌧るよう，こ，その属

’性主二ξrド」宍1大1二㌧ごく伝］逃ナると考三ら．laる’

カリスマニr超［．㍑：1的．三たにご人賢i約．よたば少

たミくとも」寺ラ未ll’ll6’［’i．（∫汽㍉　1准でもうミもtpうる．と1よ

　　　　　　　　　　　　じ
いえないよ：ノな力やPl三質」であ・）て，それ：：’人

為的にで二な・く，生ま．｝しごジらに二1主烈．てい

○もの，あるいば［． i・i陪ぼ遣・：つ三．iL　｝Jこもの二

と考’えら．れるつて∵う・．，て，．㌣育によt’；tて後天

仔J・人為i：｝勺：二形・気さねる｝責質と：よう㌢えら川．’，1

い一／な．k・，　こしづ支伍iのW巴｛4にお：ナる行正支幹部に

ついて．もどのような範1i；1の正当化をう：ナるか

は，　「．・き：ら一＼・しによ・）てケ・二rxl・1るf・三命と，　で受

らr．ト身O個ノ＼！拘・：リリ　J・k－∵搭∫三で口とだ：÷にょt’）

　　　　　〔2．｝

て決定されろ］．このように考えるとカリスマ

的支配の丁当．1生．i艮拠である「カ；Lzマ1といら

五質を支配苫が」隻得し、　あるい1ま後継㍑カ’弓隻㍗｝

する．’1巴程に二口育：’eA関ケ・していない．

　しかし，．い㍗スマ的資Z’‘tをもった支配者．｛っ

「彼の神二よって，ある‘．・：∵り口．幽力．、三）ξ口，りに

よって見；吉てら、｝㍑〕二ということ：ゴ撃月うか：二な

り，反が長期、二わ二’．．，て戌功を．1．．］めえゴ1、・と

き，とりわ：〕㍉　波の指・：1亨が被．支氾者たちにk・j’し

て桓∫巳）の’芦をもも｝1こらさノミいときは，往のカリ

　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
スマ的匿薮は消；戎のチャンスをもつ1ことと∴：

り、㌔膓こそ口以外の㌧［乏：因（例　　支i：」：．fffiの死）

：二よる場合にも、支配．者の交代・後・lll沿必芝ジ

生じてくるCしかL，カリスマ的ヨ質が人為〔i：」

に形．成きれうるものでばないとす．｝しば，その後

継にどのような手．段で行われるのであろうか、

この点1についてM．ウ、、ニーバーは，　カリスマと

いう資質が「河らかの　　最初：こ純呪11［1了［’i（Jな

　　f・崇二よって転移さ：｝rうるような江主1三的

ア〔質1こび・とtここ）唾云（ヒ＝］L’るとき」　カ・こ），　そ．｝bづ／イこ

来の純粋な意味をはなノ｝して，　i　i’il〈．則的には　後

天的に〕獲得可能なものに転化する過程が，．歩
　　　　‘．．二6：．

み出された」とし，カリスマ的資質はその内実

を変容させることによって後淫者への転移，即

No．4

ち支ヨ言の交代ハri∫認．：！：を生司±1して1．・くとし

ている一tこ．．）よう∴∵ザ1≡←＼’的芸三の内容’｛：｝三

｝汀㌃純1：’「に特’工〔・；・L人に内了1㌃；∨るものから、非人

｛］汀ヒ・物象化・客1・1化されたものへと．変化する

こと．∴ご、　・bリスー．・’［’白．7J［・ii．，τ）り£立・う前］是条Aiであ

る．　うリスマ［淘口了f’1，「少なくともゴ藁初：美，　イ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　えい
」．

㍑「白まナこは二ご」9Ll灼．；支．江．⊃彩：よとらない」　のであ

一 ・て，最i’リニ敦授；ij’「己なものとは弍なされてお

らず，あく”1｛て’も後／’1．蹄ミ1：：1渚．即ちほ育対’象．者

の内部に天∫｝の資質（カリ．スマ　英姫性・剖己

川的詰力など）が∴1在的に．9－i在している場合に

の工「全ノ＼格つ日∫牛によってこ．れを覚湿するこ

　　　　　　　　　　るア
と：㌧三できろ：二二㌻二！．くい二　の一二二うって，　二こて1ビ）

：．ヒ育二本六ごイ｝；的二うリスマ的三セミ質一L・もつ者

（属性主義的［刻ノくll：おいて特法な属性を1・1’与ご

れている者）に対するカリスマ的完成の段階に

ホ∫：ナる啓発・壁日W三1ヒ，　1惨辛泉と藩、アこの．li墨程ととら

えら．泣，一定の資口のタH；か・ンD敦授ではな

く，あくまて∴、敦育．k．」『’：良者の内発：杓変革・潜在

1灼能力の頭見へ，．・1．）授幼と考えら．れるc　しかし，

カ　リ　スーマ自勺㌃1〔’江し・1）」U｛＼「i勺日’冷をなす‡必〔云として

取り扱われる経ぼ［’白劇IWJ要⊇艮（孜説），即ち

何らかの呪術［i（Jな知識や］．支能の伝達が教育内容

の内で比重を高めていくと，そ．れは専川的矢1．1識

の〕｝口受としての・：生智ξをご；く］㍑つよう1こなり，木

来のカリスマ的垣己におげえ）芸育の性格を変化

させ’ていくことにごる，そ．．｝しは同時にカリスマ

的支配の性格のり邸ヒを．も意味するものである

Jf　1，　支舜己者・・力：交代，　否ミUき者／＼の｝匿彦ξの移転1とい

　　コト
う亘程；こ後に述べるようなカリスマ，カリスマ

的．支配の絶えざる【］常化傾向の一原因が内在し

ていると考えら．れる，

　　2．）伝：完的一支配じ’）以育

　　tl・　li充自（Jこ之配：二　「；三1一の．「E当・ヒ上力二，　寸〒元ミ伝辛『の

（「昔から汀在している．り秩．序とヘル権力との

　　　　　　　　パぼ
神聖性にもとついて」おり，：支記者（：一：Hcrr・

首長）は伝亮的：こ［云えっれてきた．規則によって
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決定される、この限りにおいて支配者は特別の

資質を獲得するための．∴て∫の必要なしに，他役

的：こ一定の規亘11：二・台・工ζするう・否力・という㍑ζ点、カ・

らの選抜をうけてその地位に就く．lvのと考えら

れる＾しかし「1ξ己の行1∫1の実際の日方は，ヘ

ル（およびそ0）行政幹，’，い：1．1、臣1．包）広統的；t，c

従順性を前にして，彼ド．ブを抵抗1．ご．㍑り立てるこ

となしに，通’常’lr1∫を・：ごL・’・るかという二とを㌃1

　　　　　　　　　る
準として定めら．1’　1る」のて．あ”）て，抵抗は潅力

についての伝統的な制㌦え：無況し1「二時：二支配者

にむけられるので：ら．・て，　二こから．．支記者：よ1之

配の行使のために，ご二1’1らか支．1占1㍗．こ∵礁り続

：ナるために，行政幹1’！「：，　｛”ご支記：者以L；二「伝統

の諸記録，すな：わち先川と．ll！1決伺一にfJ’、・て熟

知，通暁している必要．ゴ生じる，ここに伝統的

支配におげる支！．U者IL　k－．1’1ナる敦育．｝ミ．k：在する

が，　しかL、　．これ：よその内容；こ／’．．．．hてト分艮司ー

することを要一i’・る、ジ，パろ向1こオ．、パ・て・享「「j的知

ぷの教育とelli：以する点．「：・え多く，支口の．恨拠，支

配．者の選抜とい・㍉1．∵でば異．膓㍉⊃，1．．tt．）の，その云

育について1、記1統的．『ll育と，この後に倹討を・加

える専門的知‘；；1i（の数汀を中心と、．；一る俗∴的支己

の段1；皆：こお：十るぢ（育と：．t，圧いに：重1蔓一．㌻る・1生格，

万L・バこイ也／＼『ibt∫r㌻るnJ了迄’［生をもつと　∵フ・え　ら，1・｛

る．

　仁統的垣≡三：つ内∴「：に多くcい1な．・二．：k’fil

の戊∪∫主を］ぐ1∵’liミ（！し♂と［て内在さ主一てL．・｛，．」　／il　i，　そ

の代：表自勺だ伊llとして　1．」寸．口：；10　と　「吻く父］ミ㍗l！［㍑

家産制」を取；）．ヒげる：’．㍉，ご，その各．ぐに言引、・

て行政朝㍉：1：の．：女了丁というノ㌫て；こプ（きソ：cl］D三を見

」己てし・る、　］寸迂；：：㍑撒その1．ik、：ノ：．』茎；二：．≒，　ll’li．；こ行政括こ

部の支己関係への参こ加の動ζ二「行11」と自発

旧に支配拓こ対して捧げら．れかつ’t「1∵）．：ミ．る人的

　　　　　　　　　　　　　　　　こンい
た「誠実」とに訴える∴のである，．このご名誉二

と　「言25ミニ　と（1）㍑了合は川パニ11のレーエン．圭・｝建蒜；

とLl本の従士封建制に知られるだ：．Jfであるとさ

れるが，それらは「壮別の身分ぴ云育，即ち身

M．・「ノェーパー1：お：ナる「支記」　と．敦育L　　 ＝1，　”「「t　 l　　　《，　．itf－．＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　－ c、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　［）、）　一

．．分的1で名誉．Pにもとつくところの特殊の心情を

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨニ
：よぐくrひごとき口育ゾ）基r楚をなL！ており，　こ

の支配．．「∫｛型に二ζ∫ける※育がどのような内容を持

ち，どのような方向．を目指したかJ）1：こから理

イ：華さわる．　言了こ，　歩｝二三川ミ’］㍉；1：liよi｝．㌧殊二こ軍：‘三］：r’白・｛生

搭を持つとともに．：ll：1完的合］：i；㍑1三に．対する反感

を生ぜしめており，これらの点から封建liii」下に

おげる行改幹「’．：：の敦育ニニτ，；i士的習律・ン分約

予今1寺およびこれによって方向づげりれ｝ご：1名

誉二感．「㍑を教え1主むものであり，．・ミ1た，彼岸的

志向を㌘．ってい○、‘ごでカリスー・’［rJ・覗；：：ll力ご予

言者や膓ξ「㍑の三た言次と1．T・㌧ごり，　；ペーヒ的㌧：英1．：｛㌧ζ三言哉

を志向してt、．・る点で：ζ∴；：的．・孜遊1と異なり，

また，　その三竺三ミ∴（」・二る．｛：「rド」な「iノ「文：L．とってhE・ll

　　　　　　　　　　　　パ
的な専門訓；㌃．］tと区別される一1、

　一ヲ元、　　「家父長；副1拘’家産；倒」　1二：バいては．1，に本

n㍉二唯一・・人・：二「）fロノ＼；こよる大衆．支「．卍であり，必ず

支配の機関として・こ）「官吏」を必要とする1ゾ，

その’1∵コこび）養｛克をlll胸とづ一る．行⊥；反・幹占：「；：こ対’づ～る

，

1二言は、中国の教三人∴’IF三に代ノミさ江るような

官吏二肪5の11k’iiJの二⊃・り特定の「敦養」を身に

つ：斗ることを内容と吉るものである，　「敦五」

の内’i、が：之時代・」域1こよって呉たるぷM，ウニ

ー
ノミーは．；丘＃｛アジア［IIJオIJニン「ト⊃ご中］巴に才5げ

るごとく，計算の仕「日：や書記のfi：ll：，すなわち

ナく．∵て：ピ．鋤9ご・：生｝各を芸つ場年㌦ご，中世の大

学に瓢ら｝rるご．とく、．世俗i’1｛J・．1享i：ij；去学：｜杓て．目ミ

格を持つ」湯．合1ごどを江例としてあ：ナている：　こ

・つξ三ミi；吉の　「，；づ：育のli｛三と．｝止；ぶ：白、；・｝三価のZ三1礎と

は，［∪日人．．で、15っにのではなく，　　標語

1駒な’f．C：現を．F｝i｜N・・る’こ・う　　　∴致J！il：人」　der　ku1一

　　　　　　　　　　　　ばニtl・ie・t・M。n・・hて・あっ：：・三一点1こ：1］已を持つ㌃，

しかしその数育内容．う1巳’這的な．：．k養｝こついての

比重を低⊃，職｛’1の1、1；i行；二直接必1麦：な専口1’i雛1．1

言款の1－t　’trilを高めていくと≡≧，　そ．汽：よ合一浸ミE狗二支ll己

の下にお：ナる教育，川ち官僚川一トにオミける官僚

養．成の．教育へと性格を：［多行させていく方向をた



　一54一　　　　　　　　明星大学

どる可能性を常に1ノ・1在させていたといわざるを

ト　　ソロ

え’又い。

　　　3）　　で“i　｝」lt「白支＾1紀レJ，）罪〔．育’

　　・6ゴ去自CJ支i「肥ば□！川宕三さえt7こ］三見貝｜㌧二よつ”こ：支「1己∫ζ・

行われるものであって，支配者の性狢は1也の2

類型とはノこきく異なっている。支配．者は個人と

して「彼のもつ固有の権利乙）パえに服従される

のではなく，1：｝．：定さ．リニ規則iこ対して川従ジ：1．∫

こたわり，こ○規則二‘1t／，誰i1　k・j’して、．ま二いか

なる範囲撒て「1；1従されるべき’かを決定するのて
　りか
あり一1、・支配持も命令を出す場．rl．には，「一・．．の

規則に，すなわち．法律∵また：‘：川蜘亮則．：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シミい
：　　こ　　 ，　　　　　　　　　戊　「／　　

」
　

k
　
　

｜　．　i　〈j　　 l　　．二　　 G
　

，　；　／q　　　規　　 ］　　　：　ll　　 〔　　二　　，　　　　　　　　J　　i　E　ミ　　　 f　　ノ　’t　　　 し　　　　　

一

こ　　　し　　　　、　　　る　　　

」

のであって，その妊己㍑1詩；j定さ川た規則によ

って常に一．・定・ノ）範囲1入1：．こじミ定されているご．この

ように弓，こる．と．支i妃M－：よ臼らか支配を”ミ三三す《：，

．1・こで，　：ξ配の実施を・h’効なものとする：㌧と・う，　ま

た自らの支配：川ムく受け入れレ馳∴｝1［1らの三1：；｛己を

維ri．ij．一／するたこ・㍉こば，㍑よりも㍑定さ，∴た親貝ijに

ついて：熟知・氾ユ1り｛［し．ている必要かあンニ，．

　他方、合法り支配の！！fit一型は官！l：川111川支配にあ

るといわ．｝Lるよう：二，　こしr・．二配・．）：｛；パロ1；こお．1．る

llri　Jlik　・li．　i．1［．．、；：［．k’1：1’．・足　1二代三ミこれるカ1，　イ「正k輻ミrl、．i：とし

ての官吏も1一北白された．専川官．吏」として，そ

の職『；5執ゴ．「コ馳』．「’．一．一ぼ1’i：∫な・多・少と．．L，明11．，1：な・多

少とも6Li≒羅自二J　fLa　・元仁｝i　l手μ∫言≡t－Q規貝il；二し㌃ニニニっ∵こ

　　　　　　　きロ
おこなわれる」ところか・⊃，これらの．規則の」，Cl1

言；：Rて’　Ji．7，る　「］寺；1朱t・1）］’芝律1∵子　（ジき．｝tJ．｛t．1しの］享㍗；：二吐1

じて法行噛∫：・行政’∫：・経営学：）」についてしり学

問を身につけていることジ要求され，それを明

示するには「明確：二規定さ恒た敦育遅程を修了

すること」　と　「1王命・つ．前提・条伴として一1ゴ．：／：　1’i　1・　j　，’g

形で規定されているll∫：門試験に・ll’1一格すること」

が必要であるとされる。ここに支配者，行政川

部としての資質の形嘆に専門化二｝した知詰の体

系的云授としての：没育，即．ち今日の‘∴二｛交．数育：二

典型的に示されるような内容と形式を備えたZ父

！t会学研究紀‘要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．4

育の存在が必要不日∫欠の㍑在としてたちあらわ

：｝してくる：　入1．ウニーパーiよ］ゴ三こゼitj．父i：；己の典［工1

である官捻制（ヒの社会的・経済［：llJ諾前提．を，③

貨幣経済的・1、1・i．政、「隔：洞1，［一，2行政‘1溺の日：日：」

．E達．．ls行政溺5の質的．変1ヒ，　L4官僚制的組「「哉

の技1’1、川腹元｝性，S．行政丁段の集中，　S社会的

　　　　　　ほド
差別．．）水那1ヒ，の6項i［に求め，考’察を加えて

いる．ジ、　これと1二異な’：・：Pこほliヨて’i’｝’｛祭｛別の．1》ξ

立・充展：．に：ltL：：’．’1矢1；、∴‘．’．）！1汀了化ご日．た．『元育の体

制，そのllに．戌」∠1する㌃川’自・．劇IWI；）溺ミ制度『

とそ‘二つ辛lilり1’tt・りIL・ゴづ『一る　∴；‘：こ育ζ｛）t／iこ」　〈Bildしmgs－

patCヨ　い㌃：在・発艮ヒニ’必呉ノ’y’｝二としている。

ここて：．］”支1｛Ll者・tl「政ill；川1の．地1’ttLl　1／『’X”績主義的

地位へとその性格を変化させているのであり，

支配者金行政幹1、レはヵ・㌧’・マ㌣伝こ1鋤腰：因（即

ち1芸仁1三L三三1’i：∫裳弓肩，　その1fく乏ミf7［」として⊥frL統ヵミ

ニちえらわる）　1こ仁，1こたノ・＼々の集まりてづうること

こ一▽め，　1㍑i：⑪1∴しばカスト」へ化していき，

．

i’「宥免状c．・社二＼ミ6；1威㍑を1、「；1めていく口向をもつ

ことに∴ジ．．．．M，ウェーバーはこの点について

．，

｝二》㌧と，：’ミ’jiとの　：倉，1㍑化．」　の1二目レリコご：こ　「i丘

1＼り七i’c1．、ご㌃’ll；’㌃㍉｝∴fヒ，がk、．∫c・1）てζ1「鑑ヨ「i・1　j・tfi：ド｜1｛予」なこ

元ミ1；ξ三i｝川ij2しに．・イく1百の膓こじミ・巳ttし｝；こらLナニc・L）一ご膓うる○

…
1．爪、…∵1　．・！．ミ主言の官僚；firl．1ヒと∪川的訓［線．を経

に技㍑r㌣や．・£：務員に吋すろii！・〈二1三，羨的∵r，；要と

　　　　　　　　　　　　　　　　．：．：L：‘

は，それ．を全世界にり1めている」と今日の実態

をも予1；’するかのような発「；．をしている。

　　！31　　イ㌃］，！i’i’tj．；没†［へv．’）4Z・烈・1自寸『ジ〔．「修自rlj

　以上ては．支記の3：：：口1；に仕にし，その各々の

：亀：互1．！lこ：k－　L・て支｝「］［三者・！）S’〔li’E・O］i，；；　．FJIと行政τ1牟出1しゴ

養成；．二．，JC打ゾどのように閲わっているか，．各夕

の竃己已　卜．c．）fk　IEi，　，ジ・ど」）よ　・》㌃、ご｛．ii！　ll－icをも！．）　i．　’きごメ∫’

察してきた＝官僚；川にその典型例が求と・⊃られる

ような．合法旧支配1こおいて，専門的・合理的．敦

育が要求さ．1’！ることは別として，カリスマ的支

臼・伝江i㍑．支1．Li［i・つ．ドての，㌫育1二ついて二考’えるな

t）1．f，　行・ぐ君ll亘己Lデこよう1こJllのこ£1丁の｛内容・仁ヒ
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格はある一定の変化か生じれ．ば容易に専門的知

識の合理的数授を内容とする敦育に移行する’．可

能・1生を内在さ・せてL．・るといわざるをえない。　カ

リスマ的支配においては，そ己が純粁力V・スマ

である巳りで1よ敦育と・！1脛完に1戎立・£竺］71「L．えナこ

としても，特定の個人をバ1ご．れてカリスマi杓．k

配そのものを維持継示していくために後ば者㌧

必．要となり，そこでの川；示にあたって後継者に

内在するカリス’k．’的五質び）顕在．化への働きかげ

として敦育がかかわり：．．；1じら，さうにカリスマ

1杓力言ま・］三iも：レつ．外、．』i．㍑）・らレ1）二．G受もジ．行えっ．ね．る：．ミ

らば，　そ1れ：よ牡㌧こ・．］．）　1〈・1’ぷ㍑：二．Cj．づ一るというIJJ　・1定

はあるものの専i㍉的知、｝」の．11く育という・注洛を持

つものとなりうる，．．㍑ご，伝統的支配におい＿：こ

は支配者・行政幹∴．llとし．v：こ必要たミ資質の」［e成

は，その内宕の川こを別とす、れに，．伝統的な7知

識の教授の・i1品をも．ち、カリスベ’的．支配に’i｛・S：ナ

る敦育以上にこらに’〔1湯に川：川〔1．知識の云育へ

と移行ナるITJ能．：㌦を強く．’t、つT，

　このように，支口｝．1・行政幹［’‘にに対する敦育

は，専門的知llkを内容とし，体系的な方法によ

る教授．を．行うと．ころに㍑i式をも．つ合理的な］ll〔

育，いいかえるならば合法［i（J．支配の段陪におけ

る敦育と共辺の川㍍を；t’ジた㌫育へと移行して

いく必然L’Jf9｛向．をフこの内∴．llに；合／して．いるとい；：こ

る．一

　　このよ：》な支配i’．．；・行政幹ill；に．対’する批育iこ

対し．て，．泣．支1：己者ば．支lliL！関係において「1’1ら’．£紀

；こ服fl亡する1；こほ｛戊くを／’；．．つとし．た、・1：《に］1．ウニーパ

ー び）支配に関する所昆・⊃一’特徴ジあるジ，この

，：：，11　i　二　E↓1’1　つ＼　ξ）　τ之　支＾　1’；iLi　　i号；　：　二　　k．、1’1；＿　．三）　三二こ　≠「　；：二　つ　．し　　、　’［　　｛j　　J　；、）

か；．二することか．次の諜．ll．二こ．2”る＾

M．ウェーバーにおける「支配」と敦育

3．　被支配者の服従意欲・態度の形成と教育

　（1）　服従の根氾とn口

　ここでふ二たびM．ウニーバーの支配の霞念

を示すならば，そぶは「支配（Herrschaft）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55

に，　定の内容をもつ命令に所与の人々が服従

するチャンスのこと」であるとされる。ここか

ら支配者やその．権力に注目するi－E　itではなく，

文配の実’態を把握し，その特性を理解するに

に，涙支配者，即ちここて1のM，ウニーパーの

表現に．従え已，　定の内容をもつ．命．令に服．従す

るチャンスをもつ所与の人々に注日し，彼らが

何故に命令に服従するのかを明らかにする必要

が生じる。ここてにこの被支配．者の服従意．欲・

服従態巳の形．ぺと敦：育との収1係と，支配者；こ対

するぶ支配者としての・ば格に注E’．iするlvミi）での

行政幹都の教育について考察を加えていく。

　瓜支配．者には，その支配に服従する意レい態

度の形．成根拠に注［iすると大別して2種の異な

っナご類型が存在する＝，それは池田義祐がそ一の著

1．．支配関巨の研究この内で「服従者」　「鼓支｛記

打」として区分L．．．て示した類型であって，池山

口桔：よ服従者：よドi充i’i（］：二支uこi又i採にお：ナる被支

配蕎の位置：1こ自らをおくもし）　：f・あり，　「上位者

からその実行を要求ざ｝けこ7i’為を下位者が好ん．

て．なす場合」を，：被．支配者（狭義の）は1也発

旧・．被強制ば」に支配関係にお；ナる被支配．者の位二

置におかざるをえないこ、のであり，「上位者か

らその実行を安求された行んを一F’位二老が好まざ

る形でなす易．台」’を亘味するものとしているr

このように狭羨の法却：記者ばその支配関係へC・L）

参加，．支配に服する動機が他発［力・被強；il［1的で

あ・．って，その，庶から考え〉“、ならば被支配者が狭

義の「被支配剤て方る隈りはその支配関係は

友定しているとはいいが二く，校支配者が自発

卜1に，自ら好んて．支配にほする傾向をより強く

持ち，　「．服．従者」へとその・性格を転化したと

き，その支配関係はきわめて安定したものとな

ろう。M．ウェ・一一一く一日身もこの点について注

日し，支配についての他の伯所での定義では支

記そのものの定義に．つづばて「一定最少i．．、の服

従意欲，すなわちほ従することに対する（外的



　　一　56　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日　t］　た　’」・二　1’ヒ　fご

また：之内的な）利∵，：関心○あるということ㌧，

あらゆる頁正な支「｛こ関にZΣ三llトである1と川口‘

している。

　　この服従意欲・服従態度かどのよ・㍑ミ恨拠∴

よって成立し，維持されていくかを明らかに÷㌻

る二とが次の諜’口と㌃る：・，≡の一亘，い）として

NI．ウエーノミーlk　？了」女ll弓㍉‘：じジ・二こ．『；こ二者’．＼二㍉11i乏：’t、二

拘束さ、江る」酉由：二つい．て（その：尺りに二1ゴい二∴

支‘日己者一輻とについ＼（の．哩由と：ニバなる［㍗｛∵i－・L］　f，一

つとも考’えられるZり，‘：i　’J習俗による，〔2・　’i∴倍

i勺に拘束さ｝しる、3物日‘1〔Jな利言：V〈況∴！こる，

1］里．念的≡訪碍ミ：二．こる　（fl面i㍑f’r　．：；1．11j，二㌦　と　1・．

　　　　　　　　▲1）

の；油を示1・、この動機の川ご・〆之二一，｛1㌧・．・

た幅、二規定するとじ，’二上て，；で∫知二物江山／．：

（その1艮りでlllY”J合理的、：こ）動機1こしとついて

いる戊易合；こ：撒そのVL－｜f系し｝口・ヒli没1ド1・1く安；Z／三二、パ・，

て，他の厄宿灼・1［1［1値rデ川日口しぼ．川日わる易，「，’

にそのじlj琉、二安’走化するとしている　しかし二

こでの安定・不安定と1．㍉’i：・」ぽはこノ）21：㍉い

し∩村㍑ポ］りな⊥・ヒ］交、こもと一ノくi－，L㌧：2一の三三ジミ、川il，J、一二＿

。りっ　u，　二工日引幻係，ン・真、二煽1ソミ．㌃七〇”iしう、○＋1：≡’・≡

を打ちうる；二は，　さらに㌦llの1つノ）要：志て∫酩0

「iE　ll　［二9の㍑∬ll．l　r　L（・〔2itilnatsglaLlbづ．．加わら

な1ナit二な∴）な「t・t　ニソ⊃iE当：二tl：二㍉’『1－－1，㍑仰

は，　；六支三こ拮（行政・脱［㍍二貞三二に見ら1：る）

し⊃支配関1系：二、k’」『ナ／一じにご1杓・内「］SiJ二↑∴、三て2：、

って，具体的：こは波支1‘・1己、ζがその内II］；に．／川二

当性への信念に呼びかけ，てれと各々のkhWlj

f系が基6楚として・しつ」じ当性恨｛処との一う4を：，：：か

ることによって佗：xltlされる．　M．ウニー一バー∴

「すべての支配は，その．LE当：生・¶に対す’1：．（、、

仰を喚起し，ぞ日を育成しようと万めて1．○

と指摘しているヅ，二れこそ’；1支配を1「：’1］な1」

のとして被支記綜こ、忍識・蘇『ごごせ，：垣、1じll㍍

を安定1維札三させるために’必えな要素となろ・りで

あって，この退程か．ξ配拍こ）五支記呂に対’ゴる

意図「臼な「動きか；∴，　紋支［］』吉，の内詰におけ＾ろ川1

＿∵1）ノj　IA．一，／．：ると・ノ．・　L・・、ミる．つで．るって、

ドニ∴三・二こ二）！－1’［］1「’：J，：．1・）㍑∵㌦：L）蕎k－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
・　　〆一　’　・、　　、　馳　　、　　　　　　　．t　・　一　．”，　　ノ
、　’　＿　一・．ノ，、、、’→’ノ　ノ・〃、　・＿　㌧1し一　一＼　、　＼　－

　12‘　月艮従ご∵：・：［一’三．ペジr：1「（と口『‘’1

　　　1）　カリソ、∵的．1こ記の．∴育

　　「カリスー・…）：二！．’1を1ノ↓定するもの：1：，、、・．；しに

よ　ノて　　　・i：吉；．1り．・！l二、；1、　’［・∴’：二奇・，’ii：に．Ll・‘て

；兄∴L三二IZ：こ，　1：ト’J’、へ　）・1，il琉・うこ∴．1崇］言・む1ノ｛亨汀

／＼．⊃．：’ 言㌧、二・・’ノi・，i．｝　○と二・二．「）．　：c乏1：t芦．二．’4

　　　　　　　　　　　　J，1
乙自「hな∵：「、こて∴ノこら　とす，：いご、カ／」ス∵「白三

、．

li、こ．おいて，　；『バ三記；ぐ∴その．支亘二蒼・を一］ノリスマ

∴IJぼ質を・∴．．たr㌧1・とLて・∴，：ごし，　ご；t），二日：㌦の

：ご口三として｝∵こ一；Hうとい’‘∴：こおいて川発［白

．ご「1］：㌦のi，1－，司を・；∫1．てい乙よ：二考ノこら、｝Lる一

’！’J／1，『㌃三　：．」　そぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ne．　1

従：二1兵・服従il・t　ゴ1ン「．ごてこ一㍉　：．1支．：1㌃；二k・S

← ㌻ろ：．二育．）’：」〔’ヴ‘ll　i’，／：’L・幽こ一：1・’　T、で1：‘／：、　　二

しT パ支已拓川；∴11：にls：．㌧：、服往二二1・川に：・』IL

レつ形，”k：二：1：いく’｝，㍉！）ノ‘∫、．［い∵与，．ニド／1．る、∴　そ

；：ら∫’．内てそ｝〆．外．1i：：・ら．二川動三《：：1，㌧三：1［〕：」と

Lて1∴；⊃　’、’1三い’・．二、．．、」：1三く’：．／　：〃C　［・1『・）

、∴　∴L：㌧’　（’．1二㌧「11㌧，’5，∵1ごt’「　；，，（，ニジこ・一，

1’

i－fe、’jt二1i；）∴，二二1・・－∴ご1∴、1：ご．」－1・’t・／ノ場rら二

二三：、　よ・’ノム［’・1　1：勺　∴・．．fi：〔］三とし．．こ：ス支li己音、二

㌧口1∵『｝”る　　二の，．一、に’　㌧・ヒ：口口：、”JJ　kiti㌧　「…〔略）

・… 　　∴1に㌧．！．・1‘㌧∴、‘：艮・㍉こ∴E，二い’：］／’つて‘E」1

∴　『”ii二㌧口二二”．：．〈：一る」ごL－i’」＼う二∴　，．∵・］見

㌧、、二．二て1］’ξ．㌧　て　・・：、ii＿ンT’1．一／ン：二．　工弓二、ニへ・J’

1 i’る5日にこ㍗L≒］’，：㌧三と1・て［」、・二1こL，　二，’ハニ

〃・ンる汁会∴∵’二・∵㍉こ、《；の内、ごるご工阻範・

．口i：．㍑二とLて！隠、こ［’i川1Li1・i『」・J．3’1、一．1；㌦）な；）・へ，　．1撒

］∵そ。∵iL三．．）万二・tt・㌧㌧，て「・『・l　r，ゴこ一三L一しご⊃る二とて

．・：㌧一と∴1「ト1川．二い㌫ニへようにYi3　J1一るなら

、．k、　r；i－L　：．㌧、’，∵：11‘㌧：’二／ヒ．1・sツ∴二として1∴　C．ll

「口・二㍑’1二1∴∴‘’⊥二1＿言二二z．川　1二ご：乙力〉；パ

ベど1こ．比・くよ一一馳：1‘一ぐ「」元こ㌃ごン：〕一う○丁写とと

し二、、ζ誠二Lる　ll！∵．｝、1じ当1’｝○恨拠ジし．1パロ

∴∴　そ三：二応し．二iくンヒ．己㍑・＼⊃［：・i，．’1i仕二’）［紡きか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥’ノ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　につ
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この点から考えるなら｛ま支配痔1．：ミ被支配者；こカ

リスマ的資質を待三：1する状況．を1’ドi）　lilすととこ

に，日らが一！川7・マ：「i綾質の所有ifiで○ること

を万ミし．毛、t：ナること∫し：’必｝葵てゴ三）る，　］．1．・ンニーパ

ー の表現に径ニニ，官僚．．㍑川1㌧「i造（合法｜白支

III己）　も笏ぐ父長制的1：ii『1口　（伝統的支1．．己）　も｝．㍗畠’：需

要の充足（通常的川・1常的手段に．1：．）てまかな

われうるごとき経済、二；ll門をii・・」・と＋る）IZ恨ざ

しているのに対し，－bリス∵：口支：．「IJi．／1「ξ1ε済：司

　　　　　　　　　　　　　　　ニご
Li常の諸1㍊1’乞超える．．．．切のrlλ1．≡二を充足する

ことに．i艮こ．．しているとさ．口るl」　’t，　こ〔□ような言ξ

要．を被垣品の1；lj；こ内発的に呼∪＼ご1し，自ら

，ジレとれを常：二‖1（iしうる責質‘∴川り肩．、il㍉レ？として・「功

験」を小すこど・万1：1己者のrに）・・1）】ご｝この安定維

言寺○ためのiぼ支｝記持への働きか；丁．tt）中心とな

る。　他ノ∫，　彼支1．己．若は「吊’、：Z　」IJの　「．・：：・かパー：べ⊃支記

者から日己に：．．1．三『、｝がもたらされる」か．を規準

に常に支配持を［1らの支配者として承認するか

否：う．1・こご　’｛：；」：元三　L　　一こ　1．　・・こノ　ン．）　一こ’：／i’う　一）　『：　，　　　一三こ．｝｛　：．k　ll・：：ミ三≡こ1三こ

．名’の　「元愛1芳．1で∴－t，二としても、　一．己㌧て支亘己言

の交代，後nl諸の承、；．ご・っ1；ミ呼芸同」に1＼表釣

i：見られるよラにラのスーく’1『1支配とは；㌧（なった

性格の支配への11｝i化ゾ）傾向を含んでいるのであ

り，　また，孜育も力る意FJkにおいて合」川的知㌫しう

増大を必然旧に㌧二・うすならば、カリスマ豹資

質の発現を求める．li三1’1　f；；；的1：‘ごn、；：．要を縮少ごそる

こと，　1支1．記㌃ふ認｜ノ）1’．1こ準を’．支；「．1幽　！　　　：．．「幽　　　ハILIi’）カリ．スマLり

責質の辺否の入にJiQる二とから山の支配能力の

適否をも．考ぱに人れたものへと変化させること

などをづ遭じて、．：こ配の本江をで変’化ごせる｛．卜．用を

果ナこすとぢえ．るべきて・あろ：）　’

　　　　2）　　iJこ竜充：’i（∫」こ1；こしつ．二：：Tt’i

　　伝毛充〔i勺］ζ配，．二お：・；’る．正当i生｛艮i足：よ「占来伝1．ヨ

の（「昔から1’f：〈liしている」）秩序とヘノ1’治力と

の神聖性に．もとづいており，その川聖性にもと

ついて信仰さ．｝∵．こ．1いるのであ’っrこ，　この支配

が．広く技．支配㌫二：受：ナ入．｝いう．．i’1，安た・請持さ

M－：ノ＝、一パー；こおける　「支配．］と．敦育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：）t　　＾．．一

．ikていくにめには，（］伝統に対するξ享重・遵守

‘ノ），ごと，　ij仁著充内容；こついての5．㌦追理1㌃が右臼生

ゴることジ必要である一M．ウニーバーは｛云統
1「 i：］　．＿ご；；己し二．）　レ，’1：一し｝．こ［11．1iこ．1こ「皇　と　　し、　〒．こ　．k「｛こ　，：　しう　flごi　ノ＼1’IIJ　．tL：

行政パ㍑㌃汐く加し．ている場㍑，la長老㍑，1b第

一．一一次的ぷ父i・1　f｝）llをあげているのて，．これ．を例と

し’て見る：ごらば，　ここで成員C：実支：：己．者）が支

口こ、：1．i二λ．：し、　v．こ月艮ζξ義：．1一を工’Lう・’、：之　二六こ：三｛云毛充：こ

し∵こ∴．・っての．ミて二らる」　とiJlj、｝’してぶ．；），　J）：ナ

1川．こる∴：・］）1二：支三こ三’．．　二仁し1充、二i．；tti：iこ了司京さ、｝1

ている一∫．　こ，れ；う乙川lllから杉えるな・う；よ，　伝統

‘lj文記にお：ナる談k配㍑：こ対．t：ttる．己育は伝統的

な心川，川ち伝統を」：．｝江L，；．二守r；1る心口を形

虞・已化するととも1二，伝統とL『こ　．設：二承記

さ、口ている．支1．三の内’《Sを別∴’・1：こし，」皇解きせろ

ことこそジ三巳≡な日ぷぶと，ニミる，．　こ．れを絞支配着

の内［∴1的なノこ三とし，これに対応して支配拓㌘

膓見に．実1ぷしている支1．己、具ll川ミ1に1、1二支！翌者の命

’Cr・‘i．こリシレ著充：二1ノ㍉．こづ㌔㍊二‘．つで．：：）り，　仁1統．「jlJ

に許容さ烈たもzつてtit）る二とを明ら：）．にしてい

くこと．ジ必1美てある．、このよ：）二伝統的支記に

：15：ナ匂；㌧：1．支iliこJi’？i二貢；1’一・1’　；a，，1女汀：よ二さし　く　「伝移こ

旧な救育，伝統の維持・i・1．〔承．としての教育」で

力って、その内容・プ．ハ：去はレこ統［∴∫に境定された

一定の傾i司を，支己者に対する敦育以上：二強く

も／二．．‘馳

　　　　　　　　　　　　　　：　う　＿ノ　　　　　　　　　　ーt’　ミ　　；三　1－　1：i　ttj　　支　　；ヒ　1　こ　　u　・ノ　　＿1　二「こ　　’｝．．　」こ

　缶漏・戌配はri1；［淀された法秩序・つiぶ云性

と，これらの秩序によって支配の行使の任務を

・1，，”　，ILられた5のLrfi〕令｛潅の1：ぶ去1｛ヒと：こ対するi、一；．仰

　　　　　　だ
に・Lとついた一このてLあって，ここから合法口

支□のi．ぶ’：，安定・総持・心こ・、⊃に必頁な口ぶ元こ

着にk寸づ“・乙．敦育：ま，．．Lご二［☆秩｝予に対する月［乏従

しO念の形成と，‘乏旨合法航秩序を・体現した1怠図［’ilJ

に㍑定された諸規貝ilの内容を徹底させる意図を

もつ．ものとなる．こ合法1’；：J．支1；ぶ二：：「・：テる行政幹∴．i；

への孜育は何よi）も二｛」∵パ1謡「；1．務遂行：こ必二：な



　　一一　58　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ill｜　i己　ノく　・三：　召．：

知識の習得を中心とするものである二と：よ前に

明らかにしたか，それ；よ行政幹111［1以外の一一ポの

被支配者への了2汀に．ゴ．5いても共通するものて力

つて，以一1－1・ハ2∴《．・1，－L1：中’〔L・となるr含法［胸支1「；出，こ

　「近代官僚li三：1．！；二．ぺら，江るよ・’・：．二但・．）2危．．i：）支

配の類型と異：’cり．　きわめて大．㌧の人ぐに対二｝一

る支記を可能lzするジ、その実現力ために二じ」

質化し．た被支紀者1・㍑の仔在力違i∫捉となるのであ

つて．大疑：し，）トミ支配行層に対する」二」質1’i’・∫な敦育

㍊1そこ：二：たこな1’r：．在意義をもつ，．支ll口㌃・．工己

　言として・つ行］攻朝㍉’；lll．∵）㌶ミ育’1こ／．．1．・．．：ン・／：し二∴ご

とも鵬七〕口．ナる．㌃，　；反．工口こ岩・⊃Zミ育という｛凡∴∵二

らも合法的．ミi．．｛この成、ンニにぱ多数・◎㌧人々への共通

の教育　　．そ川：よ」．［［代社会1二特徴i’1’T．」に見らわる

i咋逼］教十了・二．．ぐ．1「’k　i・i・”i∫：ト芝．数育として只：’1．：〔㍑：こイ

メージされる　　　し／．）1∵：i三7㌧’必巳なのてあ乙C

　　　・ぷ　被二配言に対．：ナる㍊育・1：）ド㌦冷

　　M・ウニーバーは川（従を［　Ji艮従苔か，　命㌃の

1勺’容を，　　　．一；1－　．i〔．膓’1　db　〈’｝て’あ勺ということじ1仕

し」． ）　；i気iこ，　　　1　　，う　・　，IL｝　ミ．ノ　i：．．　t　j（　L：）　了1フジこ1’i（J　：∫こ∫］［乏「c｛～lj　I’；lr．ノニ　：う一

の故に，命合1’川’｛・：の価恒ま元こは4；1川U㍑にジ1ノいて

の日己の見㍑を’：］「陪：ナることなく　・一，日己の

行為の格ぷとした1う・のごとく：．二．渡の行為㌧．径

　　　　　　　　　　　　　　　　51．．

口づ㌔るということである」とす⇔ぷ，先にも述

べたように支配をより安定したも∪）とするため

に：二，ほ支記者㌧日．・内．発、：、」に服径したか．．．）如

き意識を三つて支ゴ記じふるに参加するノノ向へjLめ

ることが必要てある．　この∴「、TlについてはM．ウ

＝1
　一　ノミ　ー　

も
　
iil∫i’ニ　ノjぺ　し・　　：こ　　よ　　　：ノ　　：こ　　 「－」、’・く㌣：　しう　支［、己

は，その『1に当Hl］（二対する信仰を喚，起し，そ

れを養成し．ようと努めている」と指摘Lている

のであり，これ：膓．口「1図的に行わ｝v：こいる場合を

改育と考えるならば，あらゆる支配はその類型

毎に内容は異なっているとしても，支配の安

定・維持をU標として被支配者に対する教育を

必然的に行っているといわざるをえない．そし

てここでの考’察からは，被支配9iに対する教育

会字川完ロニ　　　　　　　　　No．4

　　は・li／！K．k配．i？i：IJNj在する工配の正当．注根拠ピ

　　求める要求（．．rl．1当．ド臨’仰）を喚起し，’11，！．現存す

　　る鋪己がもつ正当［it三根拠ゾ他のそれに！lヒベ文字

　　，Uり．い）正当なものであることを認識せしめ，

　　3．ll．三当性恨拠につ1．・ての共通理角Zをにたしめる

　　こと，を’パ．ごの日的と1一てもつものであると要

　　　f｝ミJこ．｝L　元こ）．

おわりに

　　　　　　　　　　　　じ　　　コ

　　．・1．ミ．．：：：1で：・il）Lウニー一．パーの　㍑．Je日こ！　について

の所、▽を宍1狂として．そのこ1記観ごについての

基礎的」∵亀：とよ記に対÷る二了rの関与について

の考：ぶを行ってきた、こいらの．；；㌫の結果，明

らかになつた，tj／Tlについてここて一一応の総括をは

㌢1つておく。

　　－XLウ．ニーパー1よ支口｛．口仁に参こ加すえ5諸個．人

の位置一．パ．につ1．・ては「支．．．己誉　　行政幹川

　　一．技．三i’［iLT．11－l　cつ3・㍑関〔系と1．一てとりえた、－t　こ

の向支配拓は．支配者についてはその性｝紅

一
3k　［1．IJにとらえられる，∵1、中川［杓f∫：在としての

行政幹川は支｝］己二に対して絞支配？ff（服従者）

としての性桔を］．、；三つとともに，被．支配者に対し

て：㌔，く定的なもレ1）と：□、∵ご支配1呑としての性格

をもつという，・Cで両義的な意味をもつ存在てあ

る、・支配の正当仁｛三根拠に　つの焦ノll・1をお｛．、　・て支

配に．対ナ乙敦〒∫の閲与につL・て・．杉察するなら

に，支配持C類二者とし．ての㍑格に：．艮定してし・）

行政幹㍑も含む）にと一って敦育は支配者として

の資五の形成，特にその支配の正当性根拠を身

iこつけるためのものとして仔在する．カリスマ

1拘．支配に：㌧いて：よカリスマi’i：∫資質（［！兄術的知

言‖・技術を伺と←ナる）　の己充，伝統i’S支Siにお

いて1よ伝統（伝統の言急1こ録，すなわち先例と｝1「1

法例）についての知議や伝洗’削こ支配階級に茨

求される資質（致バ）　の習行，・合法1：BJ支配にお

いては合法的秩序とその表現としての制定これ

た規貝ijについての蔦：門的知識の習得が支配者の
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地仕1の獲得に必要て’あり，同時にその安定，　さ

らに支配の安定・維持をもたらすのである。他

方，被支配者（被支配者としての性格にi・）E定し．

ての行政幹昂も含む）にとって教育は，M．ウ

ニーパーの特徴ある指摘に．見ら．れるような，

「服従：已欲・服従態度」の内発的な発現を呼び

かけるものとして」〈きな意味をもつ一それらは

具体的にはその支配の「正当性根拠」の内発的

承認を意味するが，その方法として敦育は大き

な影響力を有すると考えられる、こ川らの点か

ら本稿にお已る第1の結論として，支記はその

成立，安定・維持のために．支記㌃・行政幹部・

伐支配者各々に刈’する敦育を必烈ミ的に伴うとい

うことヵ㌦｛う1ずられる、，．

　次に，M．ウニーバーは、カリスマ的支配は

「口’：こその「非｜．．1常性．：を失い「一日常性」をもつ

た支配（その典型としてここて．は伝統的支配が

考えられる）へ伝統［1波配は合法的な支日己へ

と．各’≒必然ぱにil多行していく傾向を’その内部に

111ら包合し．ていると考えていたといえるが，こ

のような支記の内．（1：的要囚に起因一｝一る移行傾向

に対して款育も．たきく閃t”Lしているひヵリスマ

的支配において：．：．支配τLl’の交代・後1；区の時鄭1に

次代のカリスマ的五亙’〔に．基．礎をおく支配者｝．こ対

する教〒rが，その内在1杓・1；：；i禎ヨ胸なカリスマ的

資質の顕在化に修1ごか：う’るの入ごらず，秘伝と

称せられるカリスマ的知識・］支術の習得をも7・i

むものとなh，後細）比至が高まるほど伝統旧

知識の習ll｝へと性枯を移1．「していく。伝統的支

配における敦育につL．てもその内容とさ☆る伝

統についての知識，伝統［’1〈JIこi支配苔犀1に要）艮さ

れる資質という点が，直接支配に必．要；’こ専門的

欠1識へと完fヒす、．it：ご，　合法ごド」支配：こお：弓一る教育

と同…の性格の存在へとU行しうる．このよう

に考えると，改育が：支配の類型［’1（1性格の決定・

変化に大ごご影㍑二与える存在であり，その変

化は常に台法豹支’配を到達点とする方向でのた

一 59一

えざる移行傾向を健進する1∫：在であると考えら

れる。またこれとはやや異な・⊃た性格の間口で

もあるが，教育（待に被支i氾者iこ対する）が介

理．］勺知．1識の習得，合理的判断力の．形戎を程「乏の

工はあれその内‘容として含むとすれに，その点

からもこの傾向はさらに強化されると．考えられ

るが，この点についてはイ・ミ稿では十分論じえな

かった．いずれにせよ4口‘．1：にお：ナる身＞2の結論

として，敦育二支配の性｝1各のたえざる．「ノ行傾向

’を促進する安：因となることがあげられる．

　最後に，こわめて．占典的とも1．・えるM，ウ＝L

一 バーの「支r口」概念．ン；，iミ礎とする考三の詰果

明らかにな一．，た支配と敦育との閑係は，しかし

ながら今［」の敦育の問題を考宗する上で何らか

の手掛り，梶点を示陸するものと考えら．iしない

であろうかという点を指摘しておきたい、，教百

が支配と密接な関連をもった存在であるという

ことはあまりにも自別な結論であったとLて

も、現代の日本の学｛交教育・巳こ・bぐる諸1旧「こなど

に示され．る敦育の今U酌川題状i兄の把握へのア

ブ；：一チに取り入れ．ていくことができないであ

ろうか．，この点について考え．ていく．ことを次の

課逗としてあげて本稿での考察を一応閉じた

いe
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㈹　本項の作成に当たっては池田義祐，同前（特に

　第2章支配隈1係の木質，　第2f窮芝百己関係・ハ1三勾］rU

　　側百）に示唆を得t；．
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（5nD　　ibid．　s．663．〔二ltl会弓と1［，：　40∩τ（、．

⑬　　ibib，　s．124．（＝：諸£頁≧型］　10貫、．

Cr4）　　ibi（］．　s．ユ23（1言］1〕if，　　7：頁’），
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